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私の選んだプロジェクトのトピックには日本の女性だ。日本とタイの女性

のことについて比較する。なぜなら、先ず、私は女性だから私の国の女性の事は

よく知っていて、別の国の女性の事も知りたいと思う。次に、私はいつか一度日

本に住んで働いてみたい。それなら、日本に行く前に日本の女性の事をもっと知

っているほうがいいと思う。日本でよくないことをしないように、日本で何が普

通なのか、何がよくないのか、知ったほうがいいと思う。最後に、先学期に私は

日本の女性の事をクラスで少し勉強した。そのクラスで、私はそのトピックに興

味を初めて持った。日本とタイの女性の同じ所と違う所はその時気づいていた。

日本とタイの女性は共通点が多いけど、その相違点私の本当の興味ある。 

まずは日本人女性の仕事のことだ。日本では働く女性は働く男性よりない。

働く女性は色々な仕事をする。パートタイムからフルタイムまで何でもするが、

パートタイムの仕事をする女性が多いようだ。同じ仕事でも、男性の給料は女性

の給料より高い。次に、会社で働く女性の仕事は殆ど一般職だ。コピーをすると

か、データ入力をするとかだ。女性として会社での昇進は難しい。その理由はい

ろいろがあるが、一番重要な理由はたぶん女性はいつか結婚して、仕事はあまり

重要じゃなくなると考えているからだ。日本では既婚者の女性には家事と家族の



事が一番重要と思わなければならないそうだ。その時、自分の夢と仕事は家事や

家族ほど大事じゃない。そして、 既婚女性は仕事をやめたほうがいいと考える

人がたくさんいる。第三の点は、独身の女性についてだ。確かに、総合職の女性

は少ないが、最近その数は増えている。たぶん独身の女性が増えているからだ。 

結婚して子供を持つことは、大人の責任だ。両親を喜ばせるだろう。それに、日

本人は結婚していない大人のことをよく思っていないようだ。結婚していない男

性も女性もこの点では同じだ。 最後に、日本では育児は母だけの責任らしい。 

まずに、タイでは日本と同じく、働く女性は、働く男性ほど多くない。で

も、日本と違い、働く女性の中にはたぶんフルタイムの仕事をする女性はパート

タイムの仕事をする女性より多いが、日本と同じく、男性の給料は女性の給料よ

り高い。次に、会社で働く女性も色々な仕事をしていて殆ど一般職だけじゃない。

タイでは女性として会社での昇進はそんなに簡単じゃないけど、日本より楽だ。

働く女性の中にはたぶん日本より既婚者の女性が多いからだ。タイの家族では夫

婦二人が働かなければならない。家族のため夫だけが働くのでは足りない。第三

に、タイは日本と同じく結婚しなくてもいいけれども、結婚していない人は、ま

だよく考えていない人だ。タイでは特に女性が厳しく考えられる。でも、最近結

婚しないことは昔より受け入れやすくなった。そして、独身の人がまた多くなっ

た。最後に、タイでは育児は家族の責任はずだが、もし、子供がいるなら、その

子は祖父母に育ててもらうのが普通だ。そうすれば、子供の両親は二人とも仕事

ができる。既婚女性は仕事をやめたほうがいいと考えるタイ人は少ない。 



スピーキングアシスタントと日本人ゲストの会話で、日本の女性の新しい

情報をたくさん教えてもらった。第一に、働く女性に人気がある仕事は色々ある

が、 先生、特に幼稚園の先生は一番人気があるとみんなそう言った。他の仕事

もある。例えば、看護婦とか、スチュワーデスとか、ウェイトレスとか、全部昔

から、女性らしい仕事だ。第二に、女性の変化についてだ。昔の女性は、会社で

仕事はしなくて、家事をして子供を育てるのが普通だそうだ。大学にも行った事

がないと色々な仕事はできないはずだ。今の女性は大学に入った人が多い。そし

て、働く女性は増えている。第三に、昔から日本人は育児は女性の責任だと思っ

ている。今でもそう思う人はまだたくさんいるそうだが、最近そう思わない人が 

増加する。特に若い人の間で、育児には男性と女性の責任、その考え方は人気が

あるようだ。子供を育てたい男性も増えているそうだ。 

結婚した方がいいか、結婚しない方がいいか、日本もタイも、その決定は

女性として重要だ。なぜなら、私の意見ではこの決定は女性の人生をどのように

生きるかを決めるからだ。日本では結婚する意味はたぶん仕事をやめることだろ

う。タイではたぶんまだ仕事を続けるけど、家事と家族の事も考えなければなら

ない。女性の役割はその国の人々から決められる。もしその決められた役割が男

性と比べて不平等なら、 社会 はみんなそう考える。そして、世の中に女性と

男性のできることはまだ同じじゃない。結論として、社会での女性の地位をは変

えたければ、みんなは自分の考えを変えなければならないと考える。 


